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Syno画s!Gbservaも血sofもわeずmesもrucもureoずC葛oudshavebeenmadewitharubylidaratMeteorological

Researc侶nsも沌鵡e｡Casesもud岳esoでde画ar岳za翫onraも豆osoず雨脚e-andh廟-一evelc一oudsarepresented.

Observa監壷onalresu沌sofs摘u沌aneous肥asure悶emもSoず騨把‖darandahydromeもeorIvideosondearealsoshown.

且｡はじめにこれまでの理論的研究単室内実験で､球形粒子からの後方散乱光では､入射し灸レーザー光(直線偏光)の偏

,'L.'<.'こ‥ここ言二､二てこ;三十二㌧二三…-:二二三'""V.*蝣,'*'"^'1㌔＼.ミJ=書'iJ.'¥-
,T.二光では､薫Iftn.始か汁i",-くる=とかわかっていろ
札毒Ouam狛一a約oreタ旦97壕ISassen且97窮｡ま泡､ライダーを那檎野外実験でも氷を含む雲では大きな値の垂直成分の散乱光

が観測されている(Schoも葛andeもah,且97D｡ここでは気象研究所に設置されている大型ルビーライダーを用いて､雲からの

後方散乱Q:)偏光観測結果について述べる｡また､誓粒子ゾンデとの同時観測の結果についても報告する｡

2.雲の偏光解消度の観測　Fig.1ば1984年10月16日午前10時境の筑波上空の中層　　qO

雲の観測例であるO雲底高度は約5激闘である｡ S成分的緑では2倍に拡大して描

いてある)は､雲底付近の5565穂5685mで2つのピ-クを示L,ているo P成分が最も　50

強くなる高さ6｡5廟寸近ではS成分はむしろかきくなっている｡　　　　　　尋

F亘g.2に弼と2滴の筑波の高層気象台のレ一別ンゾンデによる気温と湿度の鉛直喜　20

分布を示す｡この回の湿度曲線から9時境の雲底は6.7k両寸近で､ライダー観測で得た

値より高い所にあるが､ 218寺のし-ウ11ンゾンデの記録では､雲底は5kmになってい

るので､こゥBの雲底は時間とともに低くなってきていることがわかる｡ライダー

で観測された雲の中の気ほは､ -15-　C　-22o C付近で､上の方ほど低温になって

いる｡湿度は60-80%で雲の中ではそれほど変化していない｡

F盲g･3(a),(b)に且987年6削臓の上層雲(C)の観測例を示すOこの例では

Fis.lO中層雲の偏光解消度Dの観測とは異なり､ (a)の場合雲底付近より少L,高

山
A
I
I
V
l
山
∝

10

5　　　　　　6　　　　　　7　　　　　　8

ALTITUDE (KM

Fig.l Re盲ative backscatter signals of P

and S componenもfrom the midd一e-
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で逆になっていることがわかる｡さらにこの日の観測を時間を追って並べ泡ものがFig.4

に示してある｡ Dが2-3%と小さい所とDが且5-30%の大きい値を示す領域の境目とし

て､一応ここでは10%をとることにする｡ Dが10%以上の領域は斜線を施している｡
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20｡7m/sであっ灸ことから､ほぼ寮の方に雲は流れてい鼓ことになる｡図に示し泡全観測t:
LJJ

⊂⊃

時間は74分51秒であることから､水平距敵こして約93km間の雲が8.5kmの上空を東に進ん∈ q

･I--.･Å･-　　イ　一一てと'o>-.蝣蝣ここござ二　予言…　　∴さら23,'c3?v;-co-)�":,�">;Dは:Q%

以上を示す領域が多い雲であったが､それより前はD≧10%の領域は雲底付近にみられ､ 2

その後では雲丁酎寸近に少しみられるだけである｡

3.菩粒子ゾンデとの同時観測　旦98時且2別は､気象研究所槙内において､婁粒子　0

･　-,---" ,�".*蝣･　:　　　　二一二.1･コ:･=｡　　し:･三　二　　　､

雲粒子ソンデの距離分解能は250m､観測所要時間は約5分､雲粒子は

0.1mmごとのサイズに分類Lて示した｡この粒子の形状は､雲粒子ソ

ンデに搭載されているビデオカメラによれば､柱状あるいは砲弾状で､

･､ -:｢

RELATIVE HUMIDITY

O　20　40　60　　　100

160　　　叫0　　　-20　　　0　　　20

TEMPERATURE (oC)

Fig.2 Vertical profiles of temperature and

humidiもy measured by routine rawin-

sondes aもAerological Observatory.



水滴は皆無である｡図5によれば0.卜0.2mmの雲粒子は

全体に分布L,､中心付近に一番大きい0.4-0.5mmの粒子

>;^v:'｣ -/IいJ'i　*;--v>､崇芋付､ノンヂ出削#｣>もなかつ

起非常に薄い層も数カ所ある｡ Fig.6(a),(b)にライダー

の観測結果を示す｡ (a),(b)の時間間隔は6分､太線は

P成分､細線はS成分を示す｡ Fig.6(a)によれば高度

紬mにおける偏光解消度Dは約5%であるが高度5km,6km

の雲の中のDはいずれも25%と雲の中ではDの値が大きく

なっている｡ (b)においても高度1kmでDは6%､ 5kffl,6km

ではいずれも33%を示し､書粒子ゾンデ観測の結果とよく

対応している｡

"

.

�

"

1

,

1

1

　

｣

'

m

i

i

r

w

0ユ

1
V
N
9
1
S
　
山
)
t
h
V
1
山
∝

it)　oiivn Nouvzmnod3aOl

6　　　7　　　　8　　　9　　　10　　　ユ1

ALTITUDE (KM)

(a)

6　　　　7　　　8　　　9　　　10　　1ユ

ALTITUDE (KM)

(b)

(
%
)
　
0
】
ト
v
a
 
n
o
u
v
z
i
等
1
0
J
3
0

0
1
⊥

Fig.3　Vertical profiles of the relaも.ive backscatter signals of P

componenもand depolarization ratio of柚e high-一evel cloud｡
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F豆g.4 Time variation of vertical profiles of P component.

The hatched area shows the region with depolarization

raも岳o above 10 percent.
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Fig｡5 Vertical profile of cloud particles
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observed by hydromeもeor video sonde Fig.6 Vertica一 prof‖es of the re一ative backscatter s柳als of

P (thick line) and S (thin line) componenも｡
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(Murakami et a1., 1988).


